
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

Learning View

※令和元年７月 31 日付 元文科教第 272 号の｢平成 31 年度(令和元年度)全国学力･学習状況の調査の取

扱い及び調査結果の活用について(通知)｣ 

上越管内の児童生徒の全体的傾向（主に質問紙の回答から）  

◎ 小中学校・全教科の記述式問題の無答率は、全国平均よりも低い。 

あきらめずに最後まで書く習慣が身に付いています。 

◎ ｢よいところを先生が認めてくれる｣と思っている児童生徒の割合が高い。 

児童生徒と教師の良好な人間関係がうかがえます。 

◎ 話合い活動が基盤となった学級づくりに関する肯定的評価の割合が高い。 

一人一人の考えを大切にした話合いを基にした学級づくりが行われてい

ることがうかがえます。 

△ 「○○の勉強は好き」の割合は、小学校国語以外の教科は全国よりも低い。 

 ⇒クロス集計からも、「好き」と肯定的評価をした児童生徒ほど平均正答率が

高いという結果が出ています。その教科を好きにする工夫が必要です。 

△ 平日、１時間以上家庭学習をする中学生の割合は半数以下（全国は約６割）。 

小学校では、計画を立てて 30 分以上～２時間未満学習する児童の割合は

全国よりも高く、30 分未満の学習時間の児童は少ない状況です。 

一方、中学校では、１時間以上学習する生徒の割合は低く、昨年度よりも

約 12 ㌽下降し、２時間以上学習する割合は全国よりも約 22 ㌽下回っていま

す。家庭学習の改善が急務です。 

⇒自校の児童生徒の家庭学習はいかがでしょうか。帰宅前に学習計画を立てる

などの取組や家庭との連携は重要です。それとともに、授業中に児童生徒が

「学ぶ楽しさ」「できる喜び」を実感し、「家庭学習をしてもっとレベルア

ップしよう！」と思って帰宅することが重要です。授業の終末段階で練習・

発展問題を解いて児童生徒が学習への自信をもつようにするなど、家庭学習

を意識した授業改善を進めていきましょう。時には、予習中心の家庭学習を

仕組むこともよいでしょう。  

７月末に各学校に全国学力・学習状況調査の結果が届きました。 

皆さんの学校の結果はいかがでしたか。文科省の通知※にもあるよう 

に、平均正答率や中央値等の数値データで一喜一憂するのではなく、 

分布の形状や、領域、評価の観点、問題形式ごとの状況、無答率等、 

複眼的に分析し、授業改善を加速していきましょう。 

また、調査対象の学年や教科だけでなく、全学年・全教科等を対象に、学校の

教育活動全体を見渡した幅広い観点から取り組むべき課題や、その改善に向けた

取組についても検討していきましょう。 

さあ、ここからが始まりです｡｢主体的・対話的で深い学びの実現」のために、

本たより(“Learning View”)では、管内の全国学力・学習状況調査結果を基に

した授業改善の視点を紹介します。(◎:望ましい事項、△:努力事項、⇒:改善の視点) 
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国語⇒複数の根拠を挙げて分かりやすく考えを書く! 

               
 

 
 

≪小学校≫【分析と対策】 

 

 

 

 
 

 

≪中学校≫【分析と対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問項目から】 
◎ 「国語の授業の内容がよく分かる」と答えた児童生徒が全国

平均を大きく上回っています。授業改善に関わる質問（小学校

は 44～47、中学校は 41～43）の肯定的回答も全国を上回って

います。先生方が「主体的、対話的で深い学び」に向けた授業

改善を行っていることが、児童生徒の「よく分かる」につながっています。 

目的意識をもって情報を集め、整理し、複数の根拠を挙げて自分の考え

をまとめる学習活動を計画的に設定し、分かりやすく伝える力を付けましょう! 

⇒書き手がどう書いたかだけでなく、なぜ

そのような書き方にしたのか、どんなよ

さがあるのか、目的や意図、効果を考え

る場面も設定しましょう。 

⇒文章の内容や構造を理解したり、その文

章の特徴を把握したりした上で、集めた

情報を観点に沿って比較、分類、関係付

け等をする活動が有効です。また、必要

な部分に線を引いたり、書き抜いたりし

ながら読む習慣を付けたいものです。 

△ 調べて分かった２つの事実から言葉や文を取り上げてまとめて書くことに

課題があります。１三では、「２ 調査の内容と結果」の「(1)公衆電話はど

のようなときに必要なのか」と「(2)公衆電話にはどのような使い方や特ちょ

うがあるのか」の両方から分かったことについて書くという問題でしたが、３

割以上の児童が一方の内容しか触れていませんでした。  

△ 文章の構成や展開、表現の仕方につい 

て、根拠を明確にして自分の考えをもった 

り、文章の展開に即して情報を整理し、 

内容を捉えたりすることに課題がありま 

す。１一、二は、右の新聞を読んで質問 

に答える問題です。目的や条件を意識し、 

必要な情報を見つけ出すことに課題があ 

ります。  

⇒自分の考えが相手に伝わるように書くためには、事実と感想、意見とを区別し

て書くことや、図表やグラフなどを用いて書き表し方を工夫することが大切で

す。その際、複数の根拠を関連付けた上で、自分の考えをまとめて書くことで

説得力が増すことを実感させるようにしましょう。 

 



算数･数学⇒見通しをもち筋道を立てて考える!                    
 

 

 
 

 

≪小学校≫【分析と対策】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

≪中学校≫【分析と対策】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【質問項目等から】 
 

 

計算の順序についてのきまりや公式の暗記ではなく、具体的な場面と関

連付けて考えたり、解決過程を振り返る場を設定したりして、見通しをもち

筋道を立てて考える力を付けましょう！ 

⇒計算の順序についてのきまりは、例えば、次のような具体的な場面と関連付け

ながら確実に理解できるようにすることが大切です。               

①130 円のノート１冊と 60 円の鉛筆２本の代金(130＋60×２)        

②走り高跳びの目標記録（(身長)÷２－(50ｍ走のタイム)×10＋120）     

また、2.2 や 22 の誤答は、洗顔と歯磨きの水の使用量としてはおかしいことに

気付かせるために、答えを見直す場を設定しましょう。さらに、誤答の原因を

クラス全員で探ることで、きまりの意味理解を深め、定着を図りましょう。 

 

⇒日常生活の様々な事象を数値化して表に表し、比例ならばｙ＝ａｘ、反比例な

らばｙ＝
ａ

ｘ
という定型形式で表されることを帰納的に導き出す活動が求めら

れます。ｘｙ＝－６と立式した場合でも、ｙ＝－６÷ｘに変形し、反比例の定

型形式になることを確認しましょう。また、表や式だけでなく、グラフの特徴

とも関連付けて捉えることも重要です。さらに、分数や符号の間違いがあるこ

とから、求めた数式に表の数値を代入して確認するなど、学習過程を振り返る

習慣も是非付けたいものです。 

△ ４年生で学習した加法と乗法の混合した

整数と小数の計算で、全国を下回りました

(２年前の全国差とほぼ同数)｡13 と解答した

児童は、６＋0.5 を計算してから２をかけて

います(計算順序についてのきまりの理解が不

十分)。16 と解答した児童は、0.5×２＝10

としています(小数の乗法ミス)。2.2 や 22 の

誤答は、６＋0.5＝1.1 あるいは 11 としてか

ら２をかけています(整数・小数の加法ミス)。 

 

△ １年生で学習した反比

例の関係を表した表から、

ｙをｘの式で表す問題で、

全国を下回りました。 

管内の正答率は約 40％

で、
６

ｘ
や－

ｘ

６
とした誤答が

多かったです。  

◎ ｢算数・数学の授業内容はよく分かる｣､｢算数・数学の授業で学習したことは、

将来、社会に出た時に役に立つと思う｣の肯定的評価が全国を上回っていました。 

△ 領域別では「数と計算（小）」・「数と式（中）」と「数量関係（小）」・「関

数（中）」、観点別では「技能」に落ち込みが見られます。中学校区で話し合い、

小中学校の接続を意識した取組も心掛けましょう。 

 



英語 ⇒ 英語で自分の考えを発信する！ 

 

 

 

 
【分析と対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問項目から】 
◎ 学校質問紙にある英語の授業に関する質問項目、つまり新学習指導要領が求め

る授業づくりに対応できている学校は、平均正答率が全国を上回っています。生

徒が英語に接する機会を増やし、教室を実際のコミュニケーションの場とする授

業、即興的なやり取りを重視した言語活動を管内全ての学校で進めましょう。 

△ 生徒質問紙で「英語の勉強は好き」と答える生徒を増やし、英語の有用性につ

いて意識を高める必要があります。日常の授業改善に加え、ＡＬＴの有効活用や

交流体験の充実などによって、英語を使う意義を実感できる場を工夫しましょう。 

 

⇒｢聞く｣｢読む｣による受信と｢話す｣｢書く｣の発信を組み合わせた技能統合型の言語活

動を授業で取り入れていく必要があります。質問や依頼、提案等を聞いて理解し、適

切に応答をする活動（即興的なやり取り）、読んだ内容について自分の考えを整理し、

ペアやグループの単位での英語で述べ合う活動を単元の中に位置付け、授業で繰り

返し行ってください。 

 

△ 「聞くこと」４(来日予定の留学生の音声メッセージを聞いてアドバイスを書く問題）や、「読むこ

と」８ (食糧を無駄にしないため、私たちができることを書く問題）の正答率が低く、身近な話題

から地球規模の社会的な話題に対して、自分の考えや気持ちを英語で表現する力に

課題があります。 

△  「書くこと」９(3)は、出身地、住んでいる都

市、ペットの有無についての情報に基づき、

She is from Australia.  She lives in Rome.

のように、外国人の女性について説明する

英文を書く問題でした。ここでは、いわゆる

「３単現のｓ」など、１年生で学ぶ言語材料を

使いこなす力が問われましたが、この問題を

含め、当管内における｢書くこと」の正答率は

全国を下回りました。 

   動詞や接続詞などの基本的な語彙、人称

や時制といった文法事項の知識を場面に応

じて活用することに課題があります。 

⇒実際のコミュニケーションの文脈の中で言語

材料を使うことで、深い理解と定着を図り、

自信をもって活用できるようにすることが大切

です。また、10 のようなテーマについてまとま

った英文を書く際は、賛否や理由の伝え方

など、英語固有の表現法を御指導ください。 

実際のコミュニケーションを通して言語材料の理解、定着を図るとともに、
即興的なやり取り、自分の考えや気持ちを伝え合う言語活動を継続的に設
定し、英語で発信する力を付けましょう！ 

今後、国語、社会、算数・数学、理科、外国語の５教科について、実際の授業を基に、授業

改善の視点をさらに詳しくお伝えしていきます。 


